
地

球

撃

二
･
四
容

昭
和
九
年
度
所
属
組
合
の
仕
向
先
制
歯
数
畳
基
定
基

準
数
量
表
を
不
す
と
次
の
如
し
｡

食 近 lい 阿 浦 抹 耽 南 光 北 ∩_
芸 南 栽 望 向地方
計 及 米 加 j耶洲 洲 押 印 米
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食君臣日骨瞬本
ヽ

割
皆
は
名
古
屋
陶
磁
器
輸
出
組
合
が
七
割
'
紳
月
同

組
合
が
二
割
､
竣
-

一
割
が
大
阪
及
未
日
本
同
組
合
と

な
っ

てゐ
て
p
仕
向
先
は
北
米
が
四
割
を
占
め
姉

.1
位

に
'

南洋
の
一
割

一
介
､
其
印
'
欧
洲
の
約

一
割
の
順

節

二

批

壷

ハ

七
六

位
で
あ
る
｡
新
規
制
皆
は
於
て
は
来
園
の
五
十
噸
ほ
対

し
､
蘭
印
の
三
十
噸
他

は
何
れ
旦

1十
噸
以
下

で
あ

わ
､
超
過
可
能
数
量
は
新
規
割
皆
の
二
倍
で
各
計
輸
出

可
能
敦
盛
は
新
規
制
皆
の
三
槽
で
米
問
の
'P
I五
十
噸
蘭

印
の
九
十
噸
他
の
問
は
六
十
噸
以
下
で
あ
る
｡
(

未
完
)

■〓l1
〓

■lこll〓ll〓l一〓-1=■l〓ll〓一1〓ll一日l1

新
著
紹
骨
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0
大
日
本
講
史
地
国

宵
山
路
銀
市

井
E
仰
人
修
那

特
仰
五
脚
五
十
胡

付
.｡
山
路
に
は
吉
日
放
伐
博
士
の
本
間
帖
が
あ
っ
た
､
昭
和
六
年
告
E

博
士
に
学
ば
れ
た
芦
川
氏
が
そ
の
相
即
を
快
課
さ
れ
て
数
年
蓬
に
<
十

村

二
版

の
本
願
帖
が
完
成
し
た
､

こ
の
内
祐
岡
を
存
す
る
位
に
十
八
両

他
は
悉
-
新
作
で
な
-
ん
ば
火
に
修
訂
を
加

(
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

日
本
甘
地
榊
四
秤

い
づ
れ
も
耐
白

い
の
を

コ
ロ
タ
イ
プ
に
し
た
外
に

各
時
代

の
紙
史
問
が
で
き
た
､
第

1
岡

の
親
任
水
枕
近
視
推
定
脚
は
'

耶
帖
萌
を
'
筑
前
山
門
郡
に
紀

い
て
あ
る
が
､
こ
れ
で
は
弧
智

の
道
鬼

に

}
致
し
な

い
と
偲
ふ
が
.
此
ハ他
の
剛
倣

い
づ
れ
も
校
訂
鮫
碑
'親
等
は

こ
れ
に
よ
っ
て
前
史
上
政
明
す
る
桝

の
多

い
め
を
尊
び
､
著
粛
多
年
の

敵
背
を
仰
け
ら
れ
た
努
力
に
絶
大
の
餐
酢
を
叢
し
た

い
､
印
刷
も
糖
我

も
英
は
し

い
､
近
雑

の
地
柳
井

(
の
好
興
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
江
湖
に



之
を
す
ゝ

め
る
O
(
態
E
)

0

朝

鮮

の

繋

落

後

篇軸鮮
紙
幣
肺

昭
利
十
咋
三
月
三
十
日

朝
鮮
粗
僚
船

の
故
紙
触
感
糾
恋
の
其
八
と
し
て
呪
託
*
牛
氷
助
氏
の

制
凝
析
先
に
か
1
る
難
路
綱
の
後
純
が
出
た
｡

こ
れ
は
久
し
-
符
党
の

も
の
で
あ
る
丈
け

に
沓
姓
氏
の
柵
地
顔
狐
に
臼
か
ら
見
放

の
念
を
故
ず

る
'本
符
は
同
族
雅
拓
の
調
査
で
あ
っ
て
'
同
本
同
姐
の
も
の
が

tl
部
括

父
は

一
地
方
に
払
間
伐
倍
せ
る
も
の
1
枚
腰
で
あ
る
が
'
喜
S
L氏
の
云

は

れ
る
や
う
に
世
卯
に
柿
に
布
衣
す
る

も
の
で
あ
ら
う
､
光
し
光
拝
文

化
の
発
展
し
た
腔
斯
民
族
が
米
河
'
揚
子
江
の
大
平
原
に
移
住
囲
軸
を

は
じ
め
た
布
史
以
前
か
ら
､
ダ
-
の
こ
れ
ら
の
代
旗
か
ら
派
放
し
た
新

代
は
或
は
北
に
或
は
西
に
或
は
氷
に
移
謝
し
た
が
､
そ
の
移
劫
の
叔
初

か
ら
比
に
家
族
的
で
あ
っ
た
'
そ
れ
が
あ
る
地
を
古
掘
起
仕
す
る
や
､

い
よ
-
1

拭
-
土
に
親
み
'
同
族
州
よ
り
州
助
け
て
､
子
孫
の
長
逝
を

計

っ
た
､
こ
ゝ
に
所
謂
火
洋
偶
数
や
泣
敦
の
枇
杷
が
抜
放
し
た
､
本
省

は
守

り
し
た
太
古
か
ら
の
拭
放
移
動
と
粧
性
と
の
関
係
を
桝
に
指
示
す

る
'節

'L
'
批
氏
の
細
道
と
同
故
郷
搭

鱗
こ
1
'
翁
放
輿
燈
と
同
族
弥
指

節
三
､
=;=
化
氏
族

の
同
姓
部
路

節
四
､
同
族
淵
拓
の
分
和
'
第
五
､

同
族
潮
路
と
佃
数
妙
力
及
び
地
方
に
於
け
る
備
称
'
両
班
価
虫
の
分
和

妨
六
'
特
色
あ

る
同
族
部
拓
'
抑
諭
か
ら
成
iFfL
､
菊
枇
九
九
m
.rq,7,
め

本
文
と
故
甘
の
蔓

的
版
を
附
加
し
た
舶
大
な
朝
食
と
な
っ
た
'
意
地
氏

の
串
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
印
刷
製
版
の
方
々
も
勉
め
た
も
の
だ
と
い

は
ざ
る
を
杓
な

い
O

郁

川

い
づ
れ
に
し
て
も
批
氏
を
故
ん
ず
る
こ
と
は
光
沖
人
倫
渚
徳
の
逓
訓

で
あ
る
.
我
等
は
か
う
し
た
桝
光
が
日
本
の
内
地
に
於
て
も
試
み
ら
れ

る
日
の
雑
た
ら
ん
こ
と
を
所
ら
ざ
る
を
柑
な
い
O
(
港
;
)

.
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里

昂

に
於

け

る

本

邦

生

箱

一
九
三
四
坤
に
於
て
は
前
年
に

引
き
つ
ゞ
き
日
本
放
線
は
耕
著
な
る
遊
出
む
な
し
､
リ
オ
ン
に
於
て
共

節

l
位
を
占
め
た
｡
粗
氷
支
那
綿
や
伊
火
刑
綿
を
任
用
し
て
ゐ
た
磯
紫

衣
は
'
本
邦

$
l綿
を
拭
て
代
川
す
る

こ
と
の
可
熊
な
る
を
究
め
漸
次
其

伐
州
を
馴
致
し
た
織
姫
で
は
あ
る
が
､

串
に
本
舛
好
況
で
あ
っ
た
紙
物

に
過
食
す
る
地
線
で
あ
っ
た
か
ら
､
伯
杵
の
僻
脈
と
州
待

っ
て
臓
洲
血

林
と
支
那
水
耕
を
鵬
倒
す
る
こ
と
が
川
本
た
｡

日

本

仰

閥

支

那

脱

水

1
九
三
二
年

1
九
三
三
咋

只
荻
､空
工
地

山rh
tI.竺
奴

山
九
三
田
坤

1rl三
1'悪
九

籍
(
.八
心
七

山:0
,ヒ､0
詣

11.L天
'意
肘

望

ヨ
元
丸

吉
弧
､帥
宝

二
六
〇
'墨

t

二
二
三
ハ空

二
八
て
九
〇
(

天
九
､賢
二

こ
の
未
に
見
る
や
う
に

一
九
三
川
叫
に
は
非
常
な
齢
逝
で
あ
る
が
､

こ
の
紡
米
伊
大
利
蝕
練
に
影
響
を
放
し

一
時
輸
入
制
限
の
礎
も
き
こ
え

た
位
で
あ
っ
た
が
九
月
以
後
現
出
好
軸
し
て
今
日
に
及
ん
だ
､
釆
幽
向

の
田
本
収
縮
は
･H
と
し
て
納
靴
下
淑
作
と
い
ふ
聯
純
な
分
前
の
籍
川
で

芸
七

七
七


